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?．はじめに
本稿は，2013年秋に筆者が研究発表として行っ
た，ブラームス作曲ヴァイオリン・ソナタ第 1番ト
長調《雨の歌》作品 78の E クラリネットによる演
奏，録音について，そのコンセプトをまとめ，演奏・
録音への評をもとに本研究の試みを検証するもので
ある。演奏会，録音物は下記のとおりである。
演奏会：菅生千穂 &柏木 薫
クラリネットとピアノで紡ぐ音の詩画集
vol.2 ～Romance～
期 日 2013年 11月 30日
会 場 紀尾井町サロンホール
共演者 柏木 薫（ピアノ）
録音物：CD『Regenlied 雨の歌』～ブラームス・
ソナタ集～KIKI Records［KIKI004］
（※添付資料）
録音日 2013年 11月 19日～20日
会 場 さいたま市プラザノースホール
共演者 松尾久美（ピアノ）
まず，クラリネットの呼称であるが，通常見られ
るものはソプラノ管で，B （変ロ）調とA（イ）調
の 2つがある。前者は最も一般的で吹奏楽でも用い
られ，後者は主としてオーケストラや一部の独奏，
室内楽作品で用いられる。本研究の対象は，B 管よ
り 4度高い E （変ホ）調のソプラニーノ・クラリ
ネットである。ドイツ音名の変ホ音エス（Es）から
通称「エスクラ」とも呼ばれている。本稿では以下
それぞれを「B 管」「E 管」のように表記する。ま
た楽器名の省略表記として場合により，クラリネッ
トを「Cl」ヴァイオリンを「Vn」と表記する。
本研究の動機は，そもそもピアノやヴァイオリン
等に比して絶対数の少ないクラリネットのためのレ
パートリーを拡充することであった。筆者はこれま
でもヴァイオリン曲を B 管，E 管両方で演奏し
てきた。曲は，エルガー作曲《愛の挨拶》やクライ
スラー作曲《シンコペーション》等の小品が多いが，
ブラームス作曲?スケルツォ>（《F.A.E.ソナタ》より）
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やホルン三重奏曲作品 40のVnパートを演奏した
こともある。今回このブラームスのヴァイオリン・
ソナタ第 1番《雨の歌》作品 78に取組むにあたり，
B 管用に編曲された出版楽譜（Goldberg編，
Comus Edition)??を入手したが，原曲の雰囲気を再
現するためには E 管を用いるほうがよい結果をも
たらすと考え，自ら E 管用に編曲することにした。
実際には，すべてを原調のまま演奏しているので
行った編曲はわずかであるが，パートの移し替え，
演奏する音の取捨選択等を含むので，これも「編曲」
というのだろう。
本稿では，「編曲」の捉え方を整理した上で，筆者
の編曲とその演奏意図を E 管の特性に着目し述べ
る。観点は，1.音域面，2.音色面，3.ヴァイオリン
特有の技法への対処の 3点とし，試みの根拠とその
効果の検証を行う。また，主に CD評を参照して本
研究の試みを考察する。
?．編曲のとらえ
「編曲」は『岩波国語辞典』第三版??によると「あ
る楽曲を他の演奏形態に適するように改編するこ
と。」とある。また，『ニューグローヴ世界音楽大事
典』（以下，『ニューグローヴ』と記載する）には，
国語辞典同様に定義した後，その範囲と時代別の捉
え方が 4ページに亘り解説されている??。本研究に
おける編曲行為の立場を明確にするため，ここで，
『ニューグローヴ』を参考に「編曲（arrangement）」
の概観をまとめ整理する。
１．時代別にみる「編曲」
「編曲」は包括的な意味では，既存の素材を基礎
にし，それらを組み入れるあらゆる音楽作品に用い
られるとし，バロック以前も多い変奏形式，定旋律
に基づいた典礼作品等はすべてある程度の編曲を含
むとする。18世紀までは声楽曲から器楽曲（主に
リュートや鍵盤）への編曲が習慣的に行われた。バ
ロック時代の協奏曲発生以降，器楽曲が別の器楽形
態に編曲される。この視点ではバッハ，ヘンデルの
作品の多くは既存曲を元にした編曲作品とも言え
る。またハイドンやモーツァルトの仕事は，その後
20世紀初めまで続く再オーケストレーションの長
い歴史の先駆けともなった。
19世紀以降，編曲のあり方が二つの重要な発展に
より決定される。一つはコンサート用と家庭用の楽
器としてのピアノの興隆である。ピアノ曲への編曲
はリストの仕事が傑出している。詳説はしないが重
要な視点は，あらゆる編成や様式の既存曲を，ピア
ノ一台で演奏するということを可能にした実用性で
ある。家庭で手軽に楽しむ一般向けのものから，超
絶技巧を伴う専門的なものまで，多岐多量であった。
もう一つの変化は，楽器の「音色」そのものへの新
しい関心である。これは管楽器を含め技術革新によ
る楽器の成熟と関連するだろう。伴って一つの大き
な楽器としてのオーケストラ全体の音色も変化す
る。ムソルグスキー作曲《展覧会の絵》（原曲はピア
ノ曲）のラヴェルによるオーケストラ編曲版は，作
曲家である彼ならではの彩色という点で有名であ
る。
20世紀に入ると著作権の協定が履行されたこと
によって，音楽作品を著作権保有者の許可なしに編
曲することは違法となった。また，1950年頃以降は
古い音楽の演奏の正統性への関心も高まり，当初の
形態や意図の歴史的，批判的研究とともに「エディ
ション（版）」という言い方も多くなった。
２．用語について
『ニューグローヴ』では編曲の英語表記は arrange-
mentとされている。transcription（トランスクリプ
ション）との相違については，後者の項??に編曲の方
法の一つとあるので前者より狭義といえる。その本
義が「転写」であることから，古い音楽の現代譜化，
採譜の意味もあるが（『音楽中辞典』??），いずれもあ
る曲を別の形態用に改編する意を含み，それらの区
別は広く一般的に受け入れられているわけではな
い。これまで概観した中では「パラフレーズ」「オー
ケストレーション」「校訂（エディション）」「～版」
と呼ばれるものも広義の「編曲」といえよう。
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３．本研究における編曲のとらえ
このように，音楽史のすべての時代にわたって見
られる編曲は，演奏機会や形態の変化，楽譜出版な
どの商業的な外的要因にも影響されている。従って，
そのすべてにおいて，編曲者の意図が行為による芸
術的効果にあると見るのは誤りであろう。『ニューグ
ローヴ』のこの項を執筆した Boydはしかし，「純粋
に実用的な編曲と原曲をいわば編曲者の音楽的想像
力に濾過されている創造的な編曲とを区別すること
は可能だ」とし，「編曲ほど，音楽家の美的な判断（さ
らに道徳的な判断さえも）を必要とする音楽活動は
ない」とも付している??。
編曲して異なる楽器で演奏するとき，原曲より「よ
くなったか」どうかを論ずるのは難しいが少なくと
も「十分に味わえる」，「原曲とは異なるよさを呈す
る」ことは重要だと筆者は考える。音楽史上の著名
作曲家による芸術的編曲とは視点が違うが，本研究
において筆者は，演奏家の立場からそのような「創
造的な編曲」を目指した。現代では楽器の性能が向
上し，演奏形態もその視聴市場も多様化している。
今回の E クラリネット使用はある意味挑戦的では
あるが，この試みが異なる良さを提示しレパート
リー拡充の契機となり得るかどうか，本稿で検証し
たい。
?．先行研究 編曲クラリネット版
前章では編曲の時代遷移を概観したが，ここでは
クラリネットが含まれる編曲作品についてまとめ
る。
１．19世紀半ばまでのもの
まず，オペラ作品の一部を，劇場では聴くことの
できない庶民のために劇場の野外で演奏したハルモ
ニームジークが編曲管楽合奏の始まりと言えよう。
また，器楽曲のソナタや室内楽曲の場合，出版時に
販路拡大を目的として原曲の指定楽器以外のパート
譜が添えられた。例えばベートーヴェンの三重奏曲
作品 11（クラリネット，チェロ，ピアノ）はVnパー
トが添付されている。また，R．シューマンの《3つ
のロマンス》作品 94（原曲オーボエ）や《アダージョ
とアレグロ》（原曲ホルン）はよく知られ既に Clの
レパートリーになっている。
２．現代における編曲クラリネット作品の広がり
近年，吹奏楽の普及とともに管楽器の演奏人口は
増加し，これに伴いクラリネット・アンサンブルや
クラリネット・クワイアーと呼ばれる大小さまざま
なクラリネットで編成する，いわゆる「同属楽器ア
ンサンブル」が生まれた。今日，これら編成のため
にピアノ曲や弦楽四重奏，交響曲に至るまで編曲作
品は出版，録音されている。筆者は東京クラリネッ
ト・クワイアーに所属し E ソプラニーノ管を担当
しているが，原曲が管弦楽の場合ヴァイオリンの高
音パートやフルート，オーボエ等のパートが主とし
て配置されている。
３．弦楽器独奏曲の編曲クラリネット版
さて，本研究の直接の先行研究となる弦楽器のた
めの独奏曲からの編曲を見てみる。先述のとおり，
管楽器用の独奏曲が少ないことから旋律の美しい小
品は出版された名曲集や CDにも収録されている。
エルガー作曲《愛の挨拶》やクライスラー作曲の《愛
の悲しみ》等の小品がそれである。しかしいずれも
B 管用のものである。本研究のように，ソナタとい
う複数楽章あるヴァイオリン曲を E クラリネット
において演奏・録音した同様の先行研究は見当たら
ない。
ここでは，主に B 管で行われた関連したものを
挙げる。まず，音域が類似することから B 調クラリ
ネットとヴィオラ（Va）の置換は自然である。ブラー
ムス作曲クラリネット・ソナタ作品 120のVa版に
加え，シューマン作曲《おとぎの絵本》作品 113（原
曲Va）の Cl版という例がある。Vaの最低音 Cに対
し，クラリネットは B 管で実音 D，A管で Cisまで
とわずかに及ばないが，中低音の響きが哀愁ある表
現にも適し，両者の魅力に互換性は疑う余地もない。
それに対し，ヴァイオリン曲のクラリネット演奏
はどうか。音域に関しては，Vnがやや高い。対応策
としては，演奏不可能な高音域を下げる編曲（部分
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的または曲全体の移調）が見られる。また，Vnの音
色や技巧的な見せ場が高音域なため，Clで再現する
ためには，技術的に困難を伴う最高音域（アルティ
シモ音域）の多用も必要とされることから，名手に
よる限られた例のみが見られる。具体例としては，
シューマン作曲ヴァイオリン・ソナタイ短調作品
105及びニ短調作品 121（C.ナイディック演奏の
CD)??，コープランド作曲ヴァイオリン・ソナタ（L.
コムス演奏の CD)??がある。後者は原曲の翌年に作
曲者自身により長 3度移調されたものだそうだ。
また，ブラームス作曲?スケルツォ>（《F.A.E.ソナ
タ》の単一楽章）は編曲譜（Zimmermann版)??によ
り筆者も演奏会において B 管を用いて演奏した。
またK.ベルケシュ氏も自ら編曲し演奏している
（CD)???。
?．本研究での試み
本研究の要点は，汎用されている B 管のクラリ
ネットではなく E 管を用いてヴァイオリン・ソナ
タを演奏したことである。また，本研究のめざした
ものは，原曲の意図を自然な形で翻訳するというこ
とである。
この章ではその試みを具体的に述べるが，まず本
研究で用いる E 調のソプラニーノ・クラリネット
（E 管）について，一般的な用法を記す。E 管は
ベルリオーズ作曲《幻想交響曲》での起用以来，軍
楽隊由来の吹奏楽には定席であり，また後期ロマン
派以後の編成の大きなオーケストラにおいて多用さ
れるようになった。高音域の補強が主な目的で，Pis-
tonの『管弦楽法』には下記の記載がある???。
この楽器は突き刺すような音と鋭いスタッカート，そ
れに輝きと敏捷性をもっている。この楽器はヴァイオ
リンやフルート，ないしは他のクラリネットの高いほ
うでの音を強化するために用いられ，したがってその
もっともよく用いられる音域は高音域である。高い
G，すなわち実音 B をその安全な最高限と考えてお
いたほうがよい。もっとも（記音）G #やAは E クラ
リネットの場合 B クラリネットの場合よりもしばし
ば書かれる。
このように E 管は合奏での高音補強，音域補佐
のために作られ，使われてきた楽器である。クラリ
ネット・アンサンブルやクラリネット・クワイアー
でも現在は一般に用いられているが，それ以外の形
態で独奏用，室内楽用に用いられることは現代でも
極めて少ない。しかしながら本研究においては，E
管の知られざる特性が自然に生かされると考え，こ
の楽器を起用する。以下にその観点と根拠，および
その効果の検証を，1.音域面，2.音色面，3.ヴァイ
オリン特有の技法への対処の 3点から記す。
１．音域面
他楽器への編曲で，まず問題になるのが対応する
音域である。E 管の最低音は実音 g音であり，Vn
のそれと同音である。残る問題点は最高音であるが，
ヴァイオリン・ソナタ第 1番作品 78（以下「作品 78」
と記載する。）中の最高音は実音 b?音であり，Vn曲
としてはそれほど高くない。
池辺は譜例 1を示し，休符をともなった第 1主題
のモチーフ（全楽章で見られる）が生む緊張感と落
下による弛緩，計算されつくしたこれらの配置が，
生き物の呼吸のように自然であると解説する。また，
これが曲全体のこの上なく豊かな表情の原点になっ
ているとし，これをしてブラームスを最高の旋律作
家と力説している???。
この後も，旋律は繰り返すごとに緩やかに上昇し
緊張感を高めて説得力のある大きなフレーズ構造を
形成していく。ところが，B 管で演奏する場合に
は，度重なる緩上昇の末に最も高揚した箇所で，音
域不足により 1オクターブ下げざるを得ない結果と
なる。Goldberg編ではmm.25-26でオクターブ操作
を行いつつ，やはり曲の高揚感を求めてm.28は高
音域に戻すも，m.28で再度オクターブ下げる編曲が
なされている（譜例 2a）。
譜例１ I：mm.1-5
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筆者は E 管を用いることにより，この部分を含
め（譜例 2b）全曲にわたり音域操作を行わず演奏し
た。なお，この曲にはブラームス存命中に出版され
ているチェロ版があるが，こちらはニ長調に移調さ
れている。チェロは音域の広い楽器だが音域操作も
散見され，第 1楽章の第 2主題等は，美しい旋律を
その楽器がよく響く音域で歌わせたかったのではな
いかと推察する。
さて，E 管登用により，旋律線方向の分断は回避
したが，それでも最高音は記譜の g#?音（実音 b?音）
に達した（I：m.26＝譜例 2b，m.81＝譜例 2c， で
示した音）。これは，先の引用で Pistonが「突き刺す
ような音」と表現した安全音域を超えた音である。
「アルティシモ」と呼ばれる Clの超高音域では出
力が急増する特性があるので，この音を含む上記 2
箇所については，筆者も躊躇した。検討の末，実際
にはどちらの部分も音を下げずにそのまま演奏し
た。その一番の理由は，特に後者（m.81，譜例 2c）
において反進行で下降し続けるピアノに対し下から
上まで 2オクターブ半上昇し続けるラインを途中で
分断したくなかったという点である。結果は最高音
の音色はやはり硬質で，最大の努力をもってしても
その出力は大きく，un poco calandoに示される弱
奏は得られなかったと言わざるを得ない。
２．音色面
ヴィオラ（Va）と B クラリネットの互換性につ
いて先に触れたが，本研究では原曲がヴァイオリン
である。B 管での演奏では仮に音域面では移調せ
ずに演奏が可能であったとしても， E 管のほうが
B 管と比べると全体に軽く細い印象があり，Vnの
イメージに近いと筆者は考えた。石原は CDジャー
ナルでの新譜試聴記で「普通のクラで吹くより軽い
が，低域が重くならず，高域がキツくならず，意外
に良い選択かもしれない。」と評している???。
クラリネットは奇数倍音の成分のみが強く作用す
る極めて珍しい音響特性を持つ楽器である。大蔵に
よる『目で見る楽器の音』に掲載された波形と音響
スペクトラム（図 1)???（複雑な成分音の構成による
波形を周波数別に変換分析，縦軸に振幅及び位相，
横軸に周波数を示す。）は，Clが基音の 2倍，4倍の
周波数をほとんど発しないことを示している。伊福
譜例2a I：mm.23-28 B 管版にみるオクターブ操作
譜例2b I：mm.23-28 E 管では原曲のまま
譜例2c I：mm.78-81 E 管では原曲のまま
図１ E クラリネット波形・音響スペクトラム???
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部は楽器の音色決定に形成音（可動形成音，固定形
成音）の配置が極めて重要な役割をもつとした上で，
どの楽器も高い音域になればなるほどその楽器の音
色上の特性は弱くなるとしている???。確かに顕著な
音響特性をもつ Clでさえ，図 1の 3つ目 b?音，4つ
目 as?音スペクトル図からは第 2倍音の出力を確認
できる。本研究の試みをこの視点から見ると，低音
域においては音色面においての相違がより大きくな
るといえる。
本研究においては，筆者の感覚的な判断でヴァイ
オリンらしさを追及した部分と，一転してクラリ
ネットらしさを前面に押し出した部分がある。E
管の中低音域の歌謡的なメロディの扱いについては
後者であった。
３．ヴァイオリン特有の技法への対処
次に，ヴァイオリン特有の技法による表現につい
て，その対処を a.重音・ピチカート，b.ボウイング，
c.ハーモニクスと移弦による音色や表情について
の 3点から述べる。本研究のめざしたものは，原曲
の意図を自然な形で翻訳するということである。
従って技法そのものの模倣ではなく，技法がもたら
す効果を解釈し，その箇所での音楽的意図を再現す
る視点から，あえてクラリネットらしさを選択した
箇所もある。
ａ．重音，ピチカート
クラリネットでは通常同時に 2音を発音すること
はできない（マルチフォニックなどの特殊奏法を除
く）ので，原曲の重音への対応策として散見される
のがアルペジオ（分散和音）演奏である。Goldberg
編 B 管版ではすべての重音部分が，単音に変更さ
れていた（音高が高いものを起用）のに対し，筆者
は可能な限りアルペジオで演奏を試みた。最大の理
由は，ブラームスは室内楽において，表したい和声
感のための必要最低限の和音構成音しか記さない傾
向があるためである。ただし，重音の中でも旋律線
のように聴かせたい箇所では，アルペジオを行わず
重要だと感じたラインを単音で演奏した。以下に，
場面別に対処と根拠を，a.1 和音での伴奏箇所，a.
2，縦（和声的）か横（旋律的）かの選択，a.3，旋律
のラインを重視した箇所，にわけて述べる。
ａ．１ 和音での伴奏箇所
特に，第 1楽章（I）の第 29～35小節（mm.29-35），
と I-mm.82-90（ピチカート）ではピアノに旋律が移
り和声感はVnパートに委ねられている。ところが
B 管版では，後者（mm.82-89）の箇所は 8小節間
完全に休符とされている。ピチカートというVn的
な奏法だから削除したのか，重音を避け削除したの
か定かではない。適度な休息時間を与えるという点
はあるが，pfには和音の根音しか残されておらずブ
ラームスの書いた和声感は聴衆の想像に一任する結
果となる。筆者は，この部分をピチカート奏法に対
応して短くアルペジオで演奏した。B 管で試奏し
たものより E 管での演奏の方が操作性も優れ，音
色においても E 管の音域によるせいかピチカート
の雰囲気により近づいたといえる。
ａ．2 縦（和声的）か横（旋律的）かの選択
I：mm.72-77と再現部の I：mm.210-215ではア
ルペジオを挿入するには時間的に忙しく，また装飾
音により軽やかなリズム感が損なわれると考え，和
音の上の音を単音で演奏した。譜例 3に○印で示し
た部分（m.211）はブラームスがこの声部を旋律的に
意識したと捉えこちらを選択した。
このように，ブラームス作品の特徴の一つとして
コラールや連続する和音の動きの中に，時折ある声
部に美しい旋律が隠されていることがある。a.1で述
べた伴奏箇所でもmm.34-35に D-D #-E-Gのライ
ンが読み取れ，筆者はこの 2小節においては単音の
レガート演奏を選択した。
本曲作品 78の中で，Vnの重音パートが最も印象
深いのは恐らく第 2楽章の中盤（m.68-）であろう。
門馬は「重音奏法も，頻繁には使われていない……
譜例３ I：mm.210-211
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この奏法で旋律を歌わせるのは，第 1番の緩徐楽章
と……」「ヴァイオリンを十分に歌わせられるときに
しか重音で旋律を動かさないのである」と書いてい
る???。縦（和声的）か横（旋律的）かの選択について
最も悩んだのはこの部分である。すべての重音をア
ルペジオ演奏すると，装飾音的な動きが頻繁に入り，
旋律線の横のつながりを妨害する。試行錯誤の結果，
譜例 4のように和声進行上重要と思われる箇所を中
心に選択し，斜線で消した音は演奏しないこととし
た。
譜例 5は続くフレーズの解決部分であり，和声感
を強く出すため装飾的ではなく on the beatで，ある
いは拍の前に出し下側の音を長め，強めに演奏した
部分である。第 76小節の 2拍目の記譜 f#は，タイで
結ばれた旋律のリズムが分断されないよう，後ろに
ずらしシンコペーションの aにかけて演奏した。第
68小節からのこの部分では pfパートに和音の構成
音が輝くように散りばめられており，若干のリズム
の変更で和声感が崩れることはないと判断した。
譜例 6でも，和音が変化する箇所だけ下の音を拾
い，リズムを重視し終結部にむけて連続音のモチー
フが印象的に穏やかに流れるようにした。
ａ．3 旋律のラインを重視した箇所
これまで，原曲に書かれている重音奏法を用いる
箇所について，アルペジオ奏法により重音のもつ和
声感を少しでも残そうとする試みについて述べてき
た。しかし，中にはそれを，あえて採用しなかった
箇所がある。第 3楽章mm.83-85（譜例 7）の例がそ
れである。
ここは先述の第 2楽章の美しいテーマが，その前
後にしたたる雨粒のごとく 16分音符で忙しく動く
ピアノ・パートの間に一瞬，悠長に現れる部分であ
る。原曲では第 2楽章のとおりの美しい旋律がヴァ
イオリンの重音奏法で奏でられる。この部分に関し
ては当初の構想として，和声的に重要な音を残し，
譜例 8に○印で示した重音はアルペジオで演奏する
予定だった。しかし，度々試みた結果，最終的には
単音にしてレガートで歌うことを重視した。理由は，
確かにこのテーマはブラームスが愛した「コラール」
の形として整った和声感を伴うモチーフだが，同時
にそれは本質的に「歌」であると捉えたからである。
さらに，m.85はこの楽章が始まって以来，実に初め
ての 16分音符のない小節である（この後も結尾の 2
小節のみ）。クラリネットらしさを選択しレガートを
分断せず旋律を浮かびあがらせるほうが，ブラーム
スがこの二小節にこめた劇的な演出の意図を汲むと
考えたのである。旋律は変ホ調で Clの弱点である
スロート音域にあり，しかも E 管では調号のない
譜例４ ?：mm.68-70
譜例５ ?：mm.75-76
譜例６ ?：mm.150-151
譜例７ ?：mm.83-85
（ウィーン原典版???p.33より転載）
譜例８ ?：mm.83-85 当初の構想
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調性で緊張感に欠ける恐れがある。それを踏まえ p
の指示はあるが，原曲には和音の充実感があり，重
音を作る際の擦弦の圧力を想像し，mf から f で
しっかりと espressivoを意識して演奏した。
重音をアルペジオ奏法で再現しない選択をしたも
う一つの箇所は，第 2楽章の終結部mm.118-122で
ある（譜例 9）。
アルペジオではある種の躍動感が伴うし，拍節の
運びに多少のよどみを与えざるを得ない。この部分
の静 さを保つために，ここではピアノ・パートが
休符であるm.118の 2拍目から翌 1拍目，m.121第
1拍の 4つ目の 16分音符の音をピアノに移した。
ｂ．各弦の音色や表情と移弦
ヴァイオリンは 4本の弦を駆使して，広い音域を
カバーするが，高いほうから開放弦の音名をとり E，
A，D，G線（または I～IV）と呼ばれる。張られて
いる弦の太さや張力も異なり，各線はそれぞれ違う
音色の表情をもつ。バッハのAirに「G線上のアリ
ア」という愛称が付されているのは，かつてその旋
律のすべてを G線上で演奏したからだという話は
よく知られている。
各線の違いについて大蔵は「音色的には第 4弦は
かなり量感のある力強い音であり，第 3弦は甘みの
あるしっとりとした音，第 2弦は繊細，第 1弦は輝
きとシャープさというように各弦の特徴がある」と
表している???。たとえば D線の開放弦 d?音は G線
でも奏することができる。『目で見る楽器の音』に掲
載されている音響スペクトラムで D線，A線の開放
弦とその下の弦で奏した同音（d?，a?）のものを比較
するため並べてみた。（図 2.1，図 2.2）グラフが黒っ
ぽく低次倍音の出力が全体に多いものは一般に「豊
かな」「充実した」音に聴こえるのであるが，同音で
も違いがあることがわかる。
また，大蔵が「甘みがありしっとりとした音」と
表現する第 3弦（D線）は確かに低次倍音の出力が
高い。《雨の歌》での使用弦の指示は第 2楽章に多い
が，中でも D線を示すものが目立つ。校訂者により
若干場所が違う点が興味深い（譜例 10a，10b，10c）。
譜例９ ?：mm.118-122
（ウィーン原典版???p.25より，筆者加工による）
図2．1 G線上と D線開放弦の d?
図2．2 D線上とA線開放弦の a?
ｂ．佐々木校訂（佐々木編???）
譜例10 ?：mm.20-24
ａ．ケーア校訂（ウィーン原典版???）
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次に，譜例 11であるが，E 管でこの部分を当初
演奏した際，筆者の持つ原曲の印象に比してあまり
にもレガート，スムーズすぎると感じた。ヴァイオ
リンを専攻する学生による当該箇所の試演を観察し
たところ，選択肢はあるにせよ，一つのレガートを
示す弧線の中に多くの移弦が含まれることが分かっ
た。譜例 11に「括弧で示したものはその一例であ
る。
移弦により各線の音色感の違いが含まれるだけで
なく移弦という作業から生まれる表情がある。そこ
で筆者は上記譜例に書き込んだような様々なアー
ティキュレーションを試みた。もちろん弧線の中な
ので，弓を返すほどの意識ではなく，息圧の変化を
助ける軽いタンギング程度のものである。Clでは通
常レガート弧線の指示においてその部分を可能な限
り滑らかに演奏するものと解釈する。しかし広く音
楽全般を捉えたときの弧線の意図をどのように読み
解くかは演奏解釈ともいえよう。Vn譜の場合，運弓
を示す弧線と大きくフレーズを意図しているものが
混在していることが多い。
ｃ．ボウイング，ハーモニクス
弦楽器演奏におけるボウイング（運弓法）は非常
に重要な位置を占める。つまりアップ・ボウ（上げ
弓）とダウン・ボウ（下げ弓）ではニュアンスに違
いがあり，偉大な奏者による校訂（エディション）
からそれを学ぶこともある。余談だが世界の有名な
オーケストラでは，所有のボウイング（弓順）を記
入した楽譜が，伝統的な演奏の背景となっているそ
うだ。客演指揮者はよほどの権力と信頼を得た者で
なければそれを覆すことは稀であるとも言う。
本研究では，原曲らしい曲想の再現を探る中でボ
ウイングによる音圧，音の立ち上がり及びリリース
等について試行錯誤を行った。弦楽器奏者は習慣的
に行っていることだが，基本的には弱起の場合アッ
プが，強拍においてダウンが用いられ，例外や運び
によって注意を促す場合に楽譜に記号が付される。
Clでその表情を求めようとするとき，ダウンでは発
音時における瞬時のインパクトや，アップではダウ
ンに比べやわらかく時間をかけた音の立ち上がり，
ダウン拍にむけて音の圧力が増大していくような
ニュアンスを，息遣いで表すことになる。参考にし
た楽譜は音楽之友社のウィーン原典版???と全音楽
譜出版社のソナタ集???の 2つで，ヴァイオリン・
パートの校訂は，前者はギュンター・ケーア，後者
は佐々木茂生のものであった。やはり校訂者により
相違が見られるのだが，非常に興味深いのは印象的
な第 1楽章の冒頭から違うのである。ケーアは弱起
のこの始まりにダウン・ボウを記し，佐々木はアッ
プ・ボウをハーモニクスでと書いている。
ハーモニクスも弦楽器特有の特徴的な奏法で，弦
を押さえる場所に軽く触れることにより，整数倍の
倍音または倍音を多く含んだ柔らかい音色を出す奏
法である。
また，大蔵によってもアップとダウンの運弓によ
る音圧の片寄りについて波形提示され，解析されて
いる???。それによると「アップ・ボウイングでは常に
背面方向への音圧が強く，ダウン・ボウイングでは
常に聴取者方向への音圧が強いことを示している，
このことは音が抜ける，抜けないという印象にも関
係していると考えられる。従って，良く抜ける音は
「同じ音高の音でも高次倍音が豊富で聴取者方向に
音圧の強い音」ということができると思われる。」と
いう。筆者は 2名の校訂者の弓順を比較検討しイ
メージすることにより，息遣いが自然に変化し，原
曲の表現に近づくことができたと感じている。
ｃ．E 管用のメモ
譜例11 ?：mm.114-115
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?．考察
前章では，本研究の試みの具体的な観点と対処，
およびその効果を検証したが，これらは評論家にど
のように受止められたのか，以下『レコード芸術』
『パイパーズ』『音楽現代』の諸誌に掲載された CD
評の抜粋をもとに考察する。
チェロ版はしばしば聴く機会があるが、クラリネット
で演奏されるのはきわめで珍しいケースではないだろ
うか。さてその《雨の歌》。原調で、ヴァイオリン・パー
トをそのまま演奏している。さすがに耳に新鮮だし、
第 2楽章のように、クラリネットのほの暗い響きがう
まく生きる場面も少なくない。半面、問題も生じる。
このソナタの高音域はクラリネットではやや特殊な表
現領域にさしかかるところまで達するために、そんな
場合にはひどくきつい音が登場するのだ。その結果、
曲のしっとりとした叙情性に、異物を投げ込むような
塩梅となる感が否めない。果敢なチャレンジに立ちは
だかる意地の悪い壁と言うべきか。
（大木正純／『レコード芸術』より)???
「雨の歌」を Esクラリネットで取り上げるというの
は秀逸なアイデアで、確かに最低音が Gだし原曲が極
端なハイレジスターや重音を頻出させていないので、
ほとんどストレートに吹きこなせる。過剰な演出を避
けて誠実に曲と向き合った演奏が部分的に生硬な印象
を（作品 120ともども）与えるのは惜しいといえば惜
しいが評価に値する試みではある。
（木幡一誠／『パイパーズ』より)???
クラリネットによる録音は珍しい。ここでは俗にエ
ス・クラあるいはソプラニーノとも呼ばれるクラリ
ネットで演奏されているのは、高音のパートの処理を
考えてのことだろう。しかし結果としてはやはりハ
イ・トーンはキンキンと響きがちで耳になじみにくく、
最後まで若干の違和感がぬぐえない。
（野崎正俊／『音楽現代』より)???
いずれも，クラリネットでの演奏は例をみないこ
と，また E 管の起用について高音域のパート処理
に配慮したと触れている。同時に，そのことが特殊
な表現領域で音色面に生硬な印象をもたらし，耳に
なじみにくいというのも，妥当な評価と受け取るこ
とができる。当然，筆者は高音域の出力の大きさと
硬質な音色を極力軽減するように努めたが，先述の
CDジャーナルのように「あまりキツくならず」と評
するのは非常に親切であると捉えられよう。この点
は，今後継続してヴァイオリン曲の編曲演奏を試み
ていく際に，最大の課題と受止めたい。
一方，音色面に関して大木氏が「第 2楽章のよう
にクラリネットのほの暗い響きが生きる場面も少な
くない」と評したことは，E 管特有の知られざる音
色の魅力を示すことが出来たのではないかと感じ得
る。また，総評として「果敢なチャレンジ」や「秀
逸のアイデア」「評価に値する試み」とあることは，
本研究のねらいが一定の成果をみたといえよう。
?．おわりに
本研究における，E 管でヴァイオリン・ソナタを
演奏するという挑戦的な試みを通して，筆者は今日
における演奏という再現芸術の在り様を確認し得た
と考えている。21世紀の現代においては音楽形態や
その楽しみ方は急激に広がっている。筆者の所属す
る東京クラリネット・クワイアーの練習に毎週相当
数の愛好家が集まる様子には，生涯学習，社交の場
としての音楽団体の役割が見られ，また音楽配信等
の普及による音楽消費のスピードと広がりは著し
い。一方でクラシックの生演奏による演奏会は先細
りで，芸術家を支えるわが国の文化・教育政策と社
会的支援基盤の脆弱さに危機を感じる。この試みが
愛好家にも楽器の可能性や知られざる一面，楽曲の
新鮮な表情をもたらし，また聴衆層を広げる一助と
なれば，幸いである。
最後に，演奏会，録音に際し素晴らしい助演を提
供して戴いた二人の優れたピアニスト：柏木薫氏，
松尾久美氏，本試みに理解を示し惜しみないご支援
を戴いたディレクター及びエンジニア：昼田純一
氏，調律師：名取孝浩氏に心より感謝申し上げる。
【引用・参考文献および註】
1)Brahms,Johannes/Goldberg,Peter Sonata in G major”
Op.78 arranged for Clarinet in B and Piano, Comus
 
40 菅 生 千 穂
Edition,1996.
2)西尾 実，岩淵悦太郎，水谷静夫 編『岩波国語辞典』第
三版，岩波書店，1979，「編曲」の項，p.995．
3)『ニューグローヴ世界音楽大事典』講談社，1993，第 16
巻「編曲」の項 pp.434-437．
4)前掲書「トランスクリプション」の項，第 12巻，p.5．
5)海老澤敏，上参郷祐康，西岡信雄，山口 修 監修『新編
音楽中辞典』音楽之友社，2002，p.460．
6)前掲書 3）「編曲」の項，p.437.
7) CD :Schumann Sonatas, Op.105 and  Op.121/
Romances,Op.94 Nos.1-3 Sony Classical［SK4803］,Char-
les Neidich(cl),Leonard Hokanson(pf),1991.
8)CD :The AMERICAN CLAIRNET Summit Records
［DCD172］,Larry Combs(cl),1994.
9 )Brahms, Johannes/Korody-Kreutzer, Stephan Scherzo
 
c-Moll WoO post.2 for clarinet in B
月
and piano (《F.A.
E.ソナタ》Zimmermann,1990.
10)CD :Brahms Sonatas for Clarinet and Piano［Naxos8.
553121］Ka?lma?n Berkes(cl),Jeno? Jando?(pf),1995.
11)Piston, Walter／戸田邦雄 訳 『管弦楽法』 音楽之友
社，2007，p.187．
12)池辺晋一郎『ブラームスの音符たち 池辺晋一郎の「新
ブラームス考」』音楽之友社，2007，pp.11-16．
13)石原立教 “CD新譜試聴記”『CDジャーナル』音楽出版
社，2014年 9月号，p.140．
14)大蔵康義『目で見る楽器の音 by FFT Analysis』国書刊
行会，2004，pp.78-79．
15)伊福部昭『管絃楽法』下巻 音楽之友社，1979，pp.162-
164．
16)門馬直美 “ブラームスのヴァイオリン・ソナタ”
Brahms The Complete Violin Sonatas CDライナーノー
ツより，BMG JAPAN, Henryk Szeryng(vn), Arthur
 
Rubinstein(pf)［BVCC-37654］,1994,p.1．
17)大蔵康義 前掲書，p.218．
18)『11．ブラームス ピアノとヴァイオリンのためのソナ
タ ト長調 作品 78』ウィーン原典版 音楽之友社，1973．
自筆譜および原版譜にもとづく校訂 ベルンハルト・シュ
トックマン／ヴァイオリン・パート校訂 ギュンタ ・ーケー
ア／ピアノ・パート運指法 イェルク・デームス
19)佐々木茂生 編集・校訂『ブラームス・ヴァイオリンソナ
タ集』全音楽譜出版社，1998．
20)大蔵，前掲書，pp.36-37．
21)大木正純 “新譜月評”より『レコード芸術』音楽之友
社，第 63巻，第 8号，2014年 8月号，p.144．
22)木幡一誠 “今月の CD”『パイパーズ』杉原書店，第 33
巻第 12号，2014年 8月号，p.47．
23)野崎正俊 “音現新譜評 CD&DVD”『音楽現代』芸術現
代社，第 44巻，第 9号，2014年 9
掲
号，p.112．
【図および譜例の出典】
図 1 大蔵，前掲書 14)，pp.78-79 音名は筆者加工に
よる
図 2.1,2.2 大蔵，前掲書 14)，pp.222-223
譜例 1 池辺，前掲書 12)，p.15
譜例 2a  Goldberg編，前掲書 1)，パート譜 p.1
譜例 2b,2c 筆者作成の楽譜
譜例 3～6 筆者作成の楽譜
譜例 7 ウィーン原典版 前掲書 18)，p.33
譜例 8 筆者作成の楽譜
譜例 9 ウィーン原典版 前掲書 18)，p.25
譜例 10a ウィーン原典版 前
0
書 18)，パート譜 p.6
譜例 10b 佐々木編，前掲書 19)，パート譜 p.8
譜例 10c,11 筆者作成の楽譜
【添付資料】
菅生千穂 CD『Regenlied 雨の歌 ～ブラームス・ソナタ集
～』KIKI Records［KIKI
（
04］，2014．（録音日 2013年
11月 19日～20日，於さいたま市プラザノースホール，
共演者 松尾久美 ノピア ）
41 E クラリネットによるヴァイオリン曲演奏についての研究（1)
